
● 八代地域͸ɺ熊本市ͷ南໿ 40 ㎞ʹ位置しɺ西͸八代海ʹ臨Έɺ北͸上益城郡・

下益城郡ɺ東͸宮崎県東臼杵郡ɺ南͸球磨郡及び葦北郡ʹ接しͯい·すɻ

● 宇城市松橋町͔Β八代市日奈久地区ʹ走Δ日奈久断層崖ʹΑͬͯɺ西ͷ八代平野

ͱ東ͷ山地ͱʹ区分さΕɺ全面積ͷ໿ 30％͕平坦地ɺ70％͕山間地͔Βͳͬͯ

い·すɻ

● 八代平野͸ɺ日本三急流ͷ一ͭͰあΔ球磨川や氷川等͔Β流下した土砂͕堆積しͯ

Ͱ͖た扇状地式三角州͕基部ͱͳΓɺ永年ʹわたΔ干拓事業ʹΑΓɺ形成さΕた

沖積平野ͱͳͬͯい·すɻ山地ͷ東部͸ɺ泉村ͷ国見岳ʢ1,738 ｍʣを最高峰ͱし

ͯɺ九州山地ͷ脊梁地帯を形成しɺ西ʹ௿くɺ谷͸狭くͯ深くͳͬͯい·すɻ
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● 八代地域ͷ年平均気温͸ɺ14.5℃〜 16.5℃ͱ比較的温暖Ͱɺ年間ͷ降水量͸ 1,800

㎜〜 2,000 ㎜Ͱすɻ

● 山間部ͷ年平均気温͸ 14℃〜 15℃ɺ年間ͷ降水量͸ 2,000 ㎜以上Ͱすɻ

● 八代地域͸ɺ東西 50 ㎞ɺ南北 25 ㎞Ͱɺ໿ 680.2�ʢ68.019haʣͷ面積を有し

ͯいますɻ

● 土地利用別Ͱ͸ɺ৿林͕全体ͷ໿ 7 割を占Ίͯいますɻ次いͰ農用地͕ 11.6％

ͱͳっ͓ͯΓɺͳ͔Ͱ΋八代平野ͷ市町ʹ͓けΔ農用地ͷ占ΊΔ割合͕高くͳっ

ͯいますɻ

め11め
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八代地域
面　積（ha）

総面積

68,019

100%

14,680

100%

16,282

100%

1,118

100%

2,824

100%

6,456

100%

26,659

100%

農用地

7,888

11.6%

4,399

30.0%

378

2.3%

782

69.9%

1,764

62.5%

278

4.3%

287

1.1%

森　林 原野 道　路
水面・河川
・水路

市町村別データ

50,178

73.8%

4,609

31.4%

14,430

88.6%

-　

-　

-　

-　

5,518

85.5%

25,621

96.1%

6

0.0%

5

0.0%

1

0.0%

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

2,231

3.3%

1,179

8.0%

499

3.1%

61

5.5%

266

9.4%

91

1.4%

135

0.5%

2,322

3.4%

982

6.7%

332

2.0%

118

10.6%

304

10.8%

145

2.2%

441

1.7%

宅　地

2,688

4.0%

1,969

13.4%

110

0.7%

146

13.1%

361

12.8%

54

0.8%

48

0.2%

その他

2,706

4.0%

1,537

10.5%

532

3.3%

11

1.0%

129

4.6%

370

5.7%

127

0.5%

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

面　積（ha）

構成比（％）

八代市

坂本村

千丁町

鏡　町

東陽村

泉　村

H14「土地利用現況把握調査」（熊本県土地資源対策課）
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● 八代地域ͷ人口͸平成 12 年Ͱ 140,655 人ͰあΓɺ昭和 30 年͔Β 14.6％減少͠ɺ

昭和 55 年͔Β一貫ͯ͠減少傾向ʹあΓま͢ɻ

● 八代地域ͷ中心都市ͰあΔ八代市͸ɺ昭和 30 年ͷ 99,487 人͔Β昭和 60 年ͷ

108,790 人まͰ 9.4％૿加ͯ͠いま͕͢ɺそͷ後͸横͹い͔Β減少ʹ転͡ɺ平成

12 年ʹ͸ 106,141 人ͱピーク時ͷ昭和 60 年͔Β໿ 2.4％減少ͯ͠いま͢ɻ

● 八代郡 5 町村ͷ人口͸昭和 30 年͔Β一貫ͯ͠減少傾向ʹあΓɺ千丁町͕ 19.2％

減ͱマイナス幅͕比較的小さいもͷͷɺ鏡町͕ 32.5％減ɺ東陽村 51.8％減ɺ泉

村 63.8％減ɺ坂本村 69.9％減ͱ大͖ͳ減少ͱͳっͯいま͢ɻ

● 世帯数͸八代地域全体Ͱ昭和 55 年͔Β平成 12 年ͷ間Ͱ 12.8％ͷ૿加ͱͳっͯ

いま͢ɻͳ͔Ͱも八代市ͷ 18.2％や千丁町ͷ 15.7％ͷ૿加͕目立っͯいま͢ɻ

● 1 世帯当たΓͷ人口Ͱ͸昭和 55 年ͷ 3.7 人͔Β平成 12 年ʹ͸ 3.1 人ͱ減少ͯ͠

͓Γɺ今後も核家族化͕進んͰいくこͱ͕予測さΕま͢ɻ

■人口の推移

■世帯数の推移

八代地域

Ｓ30年

八代市

坂本村

千丁町

鏡　町

東陽村

泉　村

164,725

99,487

19,143

8,654

23,953

5,822

7,666

八代地域

Ｓ55年 Ｓ60年 Ｈ2年 Ｈ7年 Ｈ12年人口
/世帯

人口
/世帯

人口
/世帯

人口
/世帯

人口
/世帯

Ｈ12／

Ｓ55増減

八代市

坂本村

千丁町

鏡　町

東陽村

泉　村

40,818

30,308

2,438

1,615

4,656

782

1,019

3.7

3.6

3.8

4.5

4.0

4.2

3.4

42,188

31,557

2,530

1,636

4,697

787

981

3.5

3.4

3.4

4.3

3.9

4.1

3.5

42,975

32,800

2,155

1,704

4,605

779

932

3.4

3.3

3.3

4.2

3.8

3.9

3.4

44,956

34,811

2,122

1,762

4,595

772

894

3.2

3.1

3.1

4.0

3.6

3.8

3.3

46,056

35,824

2,050

1,868

4,638

787

889

12.8%

18.2%

-15.9%

15.7%

-0.4%

0.6%

-12.8%

3.1

3.0

2.8

3.7

3.5

3.6

3.1

Ｓ40年

156,277

102,511

14,728

7,905

20,479

4,633

6,021

Ｓ45年

149,647

101,866

12,037

7,463

19,443

3,934

4,904

Ｓ50年

147,715

103,691

10,308

7,268

18,755

3,493

4,200

Ｓ55年

市町村別データ

市町村別データ

150,389

108,194

9,239

7,268

18,578

3,307

3,803

Ｓ60年

149,421

108,790

8,552

7,102

18,300

3,211

3,466

Ｈ2年

145,959

108,135

7,137

7,093

17,345

3,062

3,187

Ｈ7年

143,712

107,709

6,502

7,024

16,604

2,921

2,952

Ｈ12年 Ｈ12／
Ｓ30増減

140,655

106,141

5,771

6,989

16,174

2,805

2,775

-14.6%

6.7%

-69.9%

-19.2%

-32.5%

-51.8%

-63.8%

（人）

（世帯数）

国勢調査

国勢調査
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● 産業別就業人口の構成比の変化を昭和 55 年ͱ平成 12 年Ͱ比較しͯΈΔͱɺ第

1 次産業の構成比͕ 23.1％͔Β 15.1％ʹ 8.0 ポイント௿下しɺ第 2 次産業͕

26.4％͔Β 27.1％ͱ΄΅横ばいɺ第 3 次産業͕ 50.5％͔Β 57.8％ʹ 7.3 ポイン

ト૿加ͱͳっ͓ͯΓɺ第 1 次産業͕減少すΔ一方Ͱ第 3 次産業͕૿加しͯいΔ

こͱ͕顕著ͱͳっͯい·すɻ

第1次産業

第2次産業

第3次産業

就業者

構成比

Ｓ55年

16,693

23.1%

19,099

26.4%

36,483

50.5%

72,275

Ｓ60年

16,897

23.8%

17,765

25.0%

36,295

51.2%

70,957

Ｈ2年

14,739

20.9%

18,807

26.7%

36,965

52.4%

70,511

Ｈ7年

12,888

18.3%

18,836

26.7%

38,735

55.0%

70,459

Ｈ12年

10,225

15.1%

18,282

27.1%

38,993

57.8%

67,500

就業者

構成比

就業者

構成比

計

（人、％）

（国勢調査）

（％）

（年）

第1次産業

50.5％

26.4％

23.1％

51.2％

25.0％

23.8％

52.4％

26.7％

20.9％

55.0％

26.7％

18.3％

57.8％

27.1％

15.1％

第2次産業 第3次産業

1次産業

23.1％ 26.4％ 50.5％

51.2％

52.4％

55.0％

57.8％

25.0％

26.7％

26.7％

23.8％

20.9％

18.3％

15.1％ 27.1％

2次産業 3次産業

■産業別就業人口の推移


